
令和元年度 第 4 回理事会 

令和元年 12 月 13 日（金） 14：30～ 

Ⅰ 会 場： 島根大学医学部附属病院  ゼブラだんだん 

Ⅱ 出席者： 三島   錦織  領家  荒木  恒松  新田  鳥谷  高野  渡辺  赤沼 

朝倉  角(瑞)  豊田  角(和)  吉岡  渡部  横田   （  委任） 

Ⅲ 報告事項 

  ≪総務≫ 

   ・会員の動向 452 名（入会 25 名） 令和元年 12 月 12 日現在 

   ・地域ニューリーダー研修会 受講報告（公田氏）別紙 

  【設代表者会議】 

日 時：令和 2 年 1 月 18 日（土）14 時 30 分より 

会 場：ビッグハート出雲 茶のスタジオ 

テーマ：「検査室以外での検査の管理や病棟業務について」 

アンケート結果報告 高野 

島根大学附属病院検査室 吉野功氏 

浜田医療センター 平岡健吾氏 

島根県健康福祉部 ご担当者 

（発表の平岡氏、吉野氏に交通費、謝礼を支払う）承認 

≪企画≫ 

  【検査と健康展】 

   ・12 月 7 日（土）10：00～16：00 イオン松江ショッピングセンターで開催 

    ・当日の要員人数：延べ 24 人（常時 19 人） 

・来場者数：175 人 

検査項目：骨密度 133 人、肺機能 113 人、血管年齢 170 人、 

      脳年齢は大人気で常に行列 その為脳年齢は受付番号 155 で終了 

      ストレス度チェックも常に待人が居る状態  

      医師による無料相談を利用される方もあり 

     ・来場者の中に 4 年前の検査と健康展で骨密度検査を受けて異常を発見後治療し 

改善したとの話から「検査と健康展」の意義を痛感 

          

≪学術≫ 

 【島臨技サーベイ】 

   ・10 月 9 日（水）に実施    

   ・参加施設 42 施設（県内施設 41 施設＋アークレイマーケティング） 

   ・医師会からの申し込みは無 

  【研修会】 

   ・10 月 14 日   臨床一般部門研修会     参加者 38 名 



   ・10 月 22 日   学会対応接遇研修会     参加者 123 名 

   ・11 月 30 日   染色体・遺伝子部門研修会  参加者 9 名 

≪西部≫ 

 【島臨技交流会】 

  ・8 月 17 日（土）浜田医療センターにて開催 

【第 8 回島根県医学検査学会】 

・令和 2 年 4 月 5 日（日） 島根大学医学部附属病院ゼブラ棟だんだんで開催 

（精度管理報告会と同日開催） 

 

  ≪事務局≫（荒木） 

・顧問の変更 

      松江赤十字病院      大居慎治氏（平成 30 年 4 月より） 

      島根大学医学部附属病院  矢野彰三氏（令和元年 9 月より） 

    ・新年賀会 

 令和 2 年 1 月 18 日（土） 17:00 から 

 場所：武志山荘 

    出雲市今市町 2041（TEL：0853-21-1111） 

 

≪会長≫  

・ 理事‥監事の辞表 

全理事・監事より 2019 年 12 月 2 日付で辞任届が提出された。定款に従い次期役員の選出

手続きを始めることとした 

・支部学会の問題点と課題（別紙）（支部長へ提出済） 

・県との災害協定について 今後県と協議する方向で検討 

・LD、ALP の IFCC への変更（来年度） 

施設代表者会議で情報提供、各施設の対応状況を聴取し、技師会としての対応が必要かを

検討する。 

・会員数資料提供（鳥取大学保健学科） 

保健学科の今後のあり方を検討する資料とするために島根と鳥取の技師会に提供依頼があ

った。過去の会員数を提供した 

・今後の予定：日臨技賀詞交換会（1/24）、全国幹事連絡会議（1/25）、支部幹事会（2/1）、 

中四国支部学会引き継ぎ会（2/22）、島臨技総会（6/7）、日臨技総会（6/20） 

 

Ⅳ 審議事項（荒木） 

1. 令和 2 年 2 月 1 日 輸血細胞治療部門研修会について（別紙） 承認 

 

2. 令和 2 年 4 月 5 日（日） 第 8 回島根県医学検査学会の演題について 

中四国学会で発表された方を対象に部門長の推薦により各部門で 1 題ずつ選出する 



 

3. 役員推薦委員について（荒木） 承認 

 各施設から推薦された方  

       徳田 憲治 氏    益田赤十字病院 

       石川 祐介 氏    島根県済生会江津総合病院 

       兒玉 るみ 氏    島根大学医学部附属病院 

       糸賀 真理 氏    島根県立中央病院 

       藤原  誠 氏    雲南市立病院 

       山本 貴子 氏    松江赤十字病院 

        

 

4. 学会収支について（錦織） 承認 

最終決算は終わっていないが黒字決算の見込み 

次回の学会のために学会準備金の積み立ても必要 

 

5. 事務員の業務内容について（荒木） 

事務員の仕事量が年々増大しているので、事務員の仕事と役員等の仕事の見直しをする 

事務員の仕事と役員等のすべき仕事を洗い出す。（今年度中に荒木事務局長までメールする） 

 

6. 日臨技への要望 

全国幹事連絡会議（1/25 開催）へ以下について提出することとなった 

学会の事前参加登録の推進、演題登録システムの改善、認定資格の更新の講習会が中央中心

で開催しているが、地方での開催を要望 

他に何か案があれば 12/16 までに三島会長までメールにて連絡 

 

    7. その他 

・次期部門長選出について（鳥谷） 

→現部門長に次期部門長候補についての意見を求める 

・島臨技ニュース（学会特集号）を藤原氏（雲南市立病院）が担当する（赤沼）承認 

・生物化学分析部門研修会をサテライト運用したい。WEB カメラなど必要備品を技師会で

購入して欲しいとの要望があった（三島） 

一度トライアル的に実施し、運用上問題がなければ購入を検討する 

      ・技師会の PC が Windows7 なので今後更新が必要（荒木） 

→日臨技受付ソフトが Windows8.1 までしか対応していないので、直ちに更新できな

い。今後のリリース予定について全国幹事連絡会議への質問・要望事項に含める 

 

Ⅴ 次回理事会について     

      3 月後半開催予定 


